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●
本
決
算
で
は
、10
億
円
以
上
の

市
債
を
減
ら
し
、
約
20
億
円
を
基

金
に
積
み
立
て
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
貧
富
の
格
差
は
拡
大
し
、
異
常

な
物
価
高
騰
で
、
多
く
の
市
民
が

苦
し
ん
で
い
る
た
め
、
本
来
行
政

が
行
う
べ
き
市
民
へ
の
施
策
が
不

十
分
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
の
仕

方
に
問
題
を
感
じ
る
。
市
役
所
内

の
机
や
椅
子
な
ど
、
執
務
環
境
の 

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
化
、
小･

中
学
校

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業
な
ど
に
活
用

さ
れ
た
が
、
市
民
の
暮
ら
し
に
関

わ
る
下
水
道
料
金
な
ど
の
引
き
下

げ
に
使
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
就
学

援
助
制
度
が
改
悪
さ
れ
、
対
象
人

数
が
３
分
の
２
に
減
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
子
育
て
支
援
に
逆
行
す
る

た
め
、
元
の
制
度
に
戻
す
こ
と
を

求
め
る
。戻
さ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

現
在
、
多
く
の
市
民
が
求
め
、
全

国
で
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
、

学
校
給
食
費
無
償
化
の
原
資
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

中
心
市
街
地
の
再
開
発
で
は
、
環

境
に
配
慮
せ
ず
、
既
存
の
活
用
で

き
る
施
設
を
解
体
す
る
予
定
だ

が
、
事
業
者
側
の
声
の
み
を
聴
く

の
で
は
な
く
、
市
民
が
求
め
て
い

る
も
の
が
何
か
を
把
握
し
直
し
、

既
存
施
設
を
解
体
し
な
い
再
開
発

を
求
め
る
。
光
綾
公
園
の
ロ
ー
ズ

ガ
ー
デ
ン
の
整
備
と
今
後
の
維
持

管
理
費
は
非
常
に
大
き
な
問
題
で

あ
る
。
市
民
が
い
つ
で
も
憩
え
る

公
園
で
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
有

料
化
に
反
対
す
る
こ
と
を
求
め
、

令
和
４
年
度
決
算
に
反
対
す
る
。

（
日
本
共
産
党
あ
や
せ
）

反
　
対

反
　
対

※
（　

）
は
、
会
派
名
で
す
。
記

載
の
な
い
も
の
は
、
会
派
を
組
ん

で
い
な
い
議
員
の
意
見
で
す
。

１０月１２日、「市民ホールコンサート」が開催されました＜市役所１階市民ホールにて＞

　
一
般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し
て
、
議
員
が
執
行
者
の
考
え
方
を

た
だ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
9
月
定
例
会
で
は
、
９
月
21
日
・
22
日
・
25
日
の
本
会
議
で
16
人
の
議
員
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
、
論
議
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
は
質
問
・
答
弁
の
概
要
で
す
（
掲
載
は
質
問
順
、
６
ペ
ー
ジ
ま
で
続
き
ま
す
）。

　
見
出
し
下
部
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
各
議
員
の
一
般
質
問
の
録
画
映
像

に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

●
市
民
が
期
待
す
る
「
あ
や
せ

ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
」
オ
ー
プ
ン
に

向
け
て

　

Q　

天
候
不
良
に
よ
り
バ
ラ
の

生
育
に
影
響
が
生
じ
、
令
和
６
年

５
月
時
点
で
、
有
料
施
設
と
し
て

開
園
す
る
こ
と
が
難
し
い
よ
う
だ

が
、
市
の
考
え
は
。
ま
た
、
市
民

へ
の
周
知
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

A　

１
年
間
は
有
料
化
せ
ず
、

植
物
の
生
育
期
間
と
し
て
管
理
・

●
都
市
公
園
の
有
意
義
な
整
備
・

活
用
に
つ
い
て

　

Q　

植
物
の
生
育
不
足
に
よ
り

入
園
料
を
徴
収
す
る
に
は
そ
ぐ
わ

な
い
開
花
状
況
の
た
め
、
ロ
ー
ズ

ガ
ー
デ
ン
開
園
を
１
年
延
期
す
る

と
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
委
託

契
約
上
、
決
定
ま
で
に
受
託
者
と

十
分
な
協
議
を
行
っ
た
の
か
。

　

A　

委
託
業
者
と
契
約
内
容
を

含
め
協
議
を
重
ね
た
が
、
他
業
者

か
ら
の
入
手
が
困
難
な
う
え
、
別

成
長
さ
せ
、
庭
園
と
し
て
の
水
準

を
高
め
た
い
。
ま
た
、
広
報
あ
や

せ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
媒
体
を
通
じ
て
、
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
活
動
を
し
て
い
く
。

●
生
成
Ａ
Ｉ「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」

に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
の
か

　

Q　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
デ

ー
タ
を
学
習
し
、
質
問
に
対
し
、

人
間
の
よ
う
に
自
然
に
答
え
る
生

成
Ａ
Ｉ
と
ど
う
向
き
合
う
の
か
。

　

A　

利
活
用
す
る
際
の
ガ
イ
ド

品
種
や
代
替
草
花
等
の
使
用
は
テ

ー
マ
ガ
ー
デ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
に
そ

ぐ
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
計
画
ど
お

り
植
栽
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

Q　

綾
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
駅

伝
大
会
を
開
催
す
る
が
、
大
和
市

と
連
携
し
、
他
の
競
技
で
も
、
施

設
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　

A　

両
市
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
チ

ー
ム
を
活
用
し
た
サ
ッ
カ
ー
で
の

事
業
を
令
和
６
年
度
に
共
同
開
催

で
き
る
よ
う
、
調
整
し
て
い
る
。

ラ
イ
ン
を
国
が
整
理
し
た
後
、
本

市
で
業
務
効
率
化
が
見
込
ま
れ
る

か
、
調
査
・
研
究
を
進
め
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

●
青
年
の
居
場
所
に
つ
い
て

　

Q　

中
学
生
以
上
の
青
年
た
ち

が
気
軽
に
集
ま
り
交
流
で
き
る
居

場
所
が
な
い
が
つ
く
る
考
え
は
。

　

A　

特
定
の
ニ
ー
ズ
を
抱
え
た

青
年
向
け
の
居
場
所
は
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
利
用
目
的

が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
の
意
見
を
反
映
し
な
が

ら
、
既
存
の
公
共
施
設
の
有
効
活

用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

Q　

光
綾
公
園
南
側
の
整
備
に

当
た
り
、
暑
さ
対
策
の
た
め
、
水

場
が
必
要
と
考
え
る
が
、
同
様
に

利
用
者
の
多
い
地
区
公
園
で
も
水

場
の
整
備
を
し
て
い
か
な
い
か
。

　

A　

現
在
、
光
綾
公
園
で
は
、

南
側
に
水
遊
び
が
で
き
る
施
設
を

再
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
。
地
区

公
園
の
水
場
は
、
今
後
の
課
題
と

し
て
捉
え
た
い
と
考
え
る
。

　

Q　

公
園
へ
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
設

置
を
希
望
す
る
意
見
に
対
し
て
、

市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

A　

他
の
公
園
利
用
者
の
理
解

を
得
る
必
要
が
あ
り
、設
置
に
は
、

慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。
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あ
や
せ
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
開
園

に
向
け
た
今
後
の
市
政
運
営
は

　

あ
や
せ
未
来
会
議　

安
藤
多
惠
子

利
用
者
の
多
い
公
園
に
水
場
を

整
備
し
暑
さ
対
策
を
し
て
は

志
政
あ
や
せ　

武
藤　

俊
宏

令和4年度各会計の決算規模

歳出 決算額
前年度との比較
増減 伸び率

一　　 般　　 会　　 計 336億1,248万円 2億5,670万円 0.8％

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業 83億5,494万円 △2億1,825万円 △ 2.5％

介 護 保 険 事 業 59億8,099万円 2億   780万円 3.6％

後 期 高 齢 者
医 療 事 業 13億7,879万円 9,605万円 7.5％

小 計 157億1,472万円 8,560万円 0.5％

合　　　　計 493億2,720万円 3億4,230万円 0.7％

公営企業会計 決算額
前年度との比較
増減 伸び率

公
共
下
水
道
事
業

収 益 的 収 入 29億1,113万円 △1億1,610万円 △ 3.8％

収 益 的 支 出 23億3,796万円 △2,224万円 △ 0.9％

資 本 的 収 入 11億3,930万円 3,661万円 3.3％

資 本 的 支 出 20億8,210万円 △1億7,980万円 △ 7.9％

表中の△はマイナスを表しています。


